

















































J≡ -C.BIB5illJrc,"IT7& r (1)
計算には仮想亀裂進展法を用いる｡破壊生成条件は､このエネルギー流量と表面生成エネ
ルギーの釣り合いで表わされ､ModcIの破壊敬性 Kl(Lを用いて､J-守Ki2dであるo
また破壊進展速度を求めるために､動的クラックでのエネルギー流量 (J積分)を計算
する｡破壊進展速度 IvCま､ModeIの動的破壊敵性 KID(V)との比較により､i(tTc)-
穿LAl(V-C)K12Dから求まるoここでAl(V)Cま､弾性理論から導かれる速度 V-の関数であ
る｡ 方向に関しては､約す-0の方向+温度揺らぎで決定する｡
3 シミュレータ
我々が作成した又は作成中のシミュレータとしては､以下の物がある｡ 汎用線形弾性体
シミュレータ:HIPS等は､反応過程中にゴム成分の架橋のため､弾性的振る舞いをする
ようになる｡ よって弾性体の自由エネルギーをFEMを用い解くシミュレータを作成した｡
分散構造シミュレータ:オブジェクト化された場に対する連立偏微分方程式系を解くシス
テムである｡ 一般化され､コンポーネント化された場を包括的に取り扱い､発展における
スケジューリングも出来るように設計されている｡ 上記弾性体シミュレータは､本シミュ
レータの一部である｡ その他のシミュレータ:現在租視化MDシミュレータは､レオロ
ジー予測シミュレータ､SCFシミュレータの3つを用意してある｡
本プロジェクトにおけるシミュレータは､それぞれのシミュレータが有機的に結合する
ことを目指しており､シームレスズーミングと呼んでいる｡ ズーミングの一環として､場
のシミュレータの一部にミクロのシミュレータを埋め込む方法(CONNFFESSITの拡張)
等を行っている｡ またエンジン群を管理するプラットフォームを提供している｡
4 破壊シミュレータの今後
応力計算に非線形な粘弾性効果を構成方程式や CONNFFEXなどからを取り入れる｡
SCFや他のシミュレータからのデータ交換を行っての応力計算の実行｡MC,MD等のミ
クロな手法とのシームレスズーミングによる破壊パラメータの連結を考えている｡
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